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對
す
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し
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云
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確
な
る
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に
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條
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は
取
引
當
事
*

た
る
取
締
役
が
振
出
行
爲
の
無
效
«
る 

手
形
を
第
1
1
‘.
1
激
に
裏
'»
'̂

た
6-
_

爲
め
に
は
：非
ざ
る
か 

.(

判
決
線
にV

は
此
點
に
關
す
，る
事
實
關
係
を
知
_
る
を. 

得
ざ
れ
ど
も)
果
し
て
然
ら
ば
無
效
の
手
形
&

受
⑴
た 

る

こ
S

は
單
に
其
M

EI

に
過
ぎ

ざ
る
•な

6
故

に

取
51

當 

事
漭
た
る
取
締
役
と
雖
も
裏
書
に
際
し
て
詐
欺
行
爲
あ

，
 

ら
ば
奶
問
®
と
し
て
單
に
商
法
^

1 |

七
十
六
條

此

違

X
: 

し
た
‘

が
爲
め
に
不
法
行
爲
の

«

紀
任
ず
べ
き
も
の
に 

あ
ら
•ざ
.る

な

-

Cs

第一

ー
要
薛

^

ょ
れ
ば

^

云
^

之
を
會
社
を
代
表
し
た
。
 

る
他

-c
o

収
翁
役
又
は
支
配
人
が
辕
蜜
役
の
承
認
を

#

: ?

.

る
：に
原
因
す
る
も
の
と
じ
て
之
に
損
害
賠
償
の
責
を
歸
. 

す
る
を
得
や』

く
あ
な
之
に
續
き
て
要
旨
に
は
揭
記
せ 

ざ
る
も『

何
と
な
れ
ば
不
作
爲
と
損
害
ど
.の

間

に

.
因

欺 

關
係
あ
6
 V」

.

爲
す
R

は
不
作
爲
が
：法
律
上
の
_

務
た
る

. 

.行
爲
を
爲
さ
い
^

場
合
な
る
こ
ヒ
を
耍
す』

ど
云
ふ
文 

句
あ
り
此
文
句
は
大
審
院
の
午
慮
の
|ー
 

失
に
は
ぁ
ら
ざ

0
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る
か
會
社
を

代
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し

れ

る

敗

締

役

又

は

支

配

人

.の
本
法 

行
爲
を
主
.張
す
る
者
は

致

査

役

の

承

認

を

©°

す
^
，い
ふ 

不

作

爲0.
み
を
主
張
ず
る
も
の
妃
非
ず
し
て
®
资
役
の 

承
認
を
得
中
し
.て
會
紙
を
代
表
し
て
他
の
取
_

ビ
取 

引
を
爲
し
れ
h

と
い
ふ
_

務
に
違
反
し
た
る
行
爲
に
ょ 

る
不
法
行
爲
を
主
張
ず
る
も
の
な
る
が
故
之
を
简
單
に 

不
作
爲
の
原
則
に
ょ
b

て
排
！
^

^
る
を
#

ざ
る
R

#
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や
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:
と
他
0

發
起
入
の
責
任 

,

:
マ
？
，

會
社k

立
の
爲
め
の
發
起
人
圓
體
は
民
法 

上
の
紐
合
に
外
な
&
ざ
れ
ば
典
業
務
執
行
は
發
起 

人
全
員
0

共
同
を
.以
て
爲
す
V

き
も
の
に
し
て
一 

.

人

の

發

起

人

が

組

合

.の
爲
め
爲
し
た
る
行
篇
は
他 

.

の
發
起
人
の
委
任
：あ
る
か
救
く
は
某
結
果
が
組
合 

.

の
利
益
^
歸
し
た
る
に
非
ざ
る
限
り
は
他
の
發
起 

.

.

.人
紀
於
て
第
三
*

に
對
し
其
寶
に
任
す
べ
；き
も
め

R

非

す(

大
疋
七
年
七
月
大
審
院
第
三
尻
事
部
剑

.

7

紗
ト

發
起
人
_

體
が
.民
法
上
：の
組
合
な
6

や
否
や
に
付
き
' 

て
は
議
論
の
存
す
る
所
な
る
七
菩
人
は
組
合
な
る
ど
き 

と
然
ら
ざ
る
ビ
き
ビ
办
P
ミ
信
す
段
法
第
六
哲
六
十
七 

條
に

ょ

れ

ば

紕

合

は

典

同

の

事

業

を

目

的

，̂

す
る
を
要 

す
-6

も
營
利
事
業
な
る
や
杏
や
を
^
ば
す
故
に
會
祉
の 

設

立

：の
如
き
非
營
利
的
事
業
も
亦
紕
合
の
目
的
允
る
を 

得
る
も
.の
と
云
は
ざ
る
可
ら
1>

又
^

^

に
ょ
.れ
ば
^

當
. 

事
#
.が
出
資
を
級
す
こ
と
は
紐
合
の
要
件
に
し
て
m

®
 

は
財
産
又
は
：勞
務
に
.限
ら
れ
信
用
を
含
ま
す
故
に
發
起
.
. 

人
圓
體
に
於
て
备
發
起
人
が
財
産
.又
.は

勞

務

を

.出

資

す
 

る
ビ
S

は
民
法
上
の
組
合
な
：る
こ
と
：疑
を
容
れ
す
ビ
雖 

も
全
ぐ
出
資
.せ

ざ
る
か
又
は
信
用
を
出
資
ず
.る
者
あ
る 

<yj

き
^

最
早
之
を
以
で
民
法
上
の
組
合
^
云
ふ
を
得
す 

然
.れ
_と
.
.も
組
合
に
類
似
.せ
.
.る
の
a

ょ
り
組
合
に.關
す
る
.
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親
«

を
傘
用
す
ベ
き
も
§

せ
爲
す
を
‘
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e

當
と
す
ベ
し
大
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以
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總
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民
法
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€
せ
る
；は
果
し
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如
何
な
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論
據
に
基
づ
く
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吾
人
の
：
- 

知
ら
ん
ど
欲
す
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所
な
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本

要

旨

に

ょ

れ

ば
.『

其
業
務
埶
行
は
發
起
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全
.員
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:

.^

同
を
以
て
爲
す
べ'

き
も

'

の
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^

し
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5
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-̂
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に
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共
同
ミ
は
如
何
な
る
意
義
な
，

b

や
全
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一
致
^
;
の
意 

记
あ
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し
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民
法
第
六
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七
十
條
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一
項
に
所
■

M
 

合
の
業
務
執
行
は'

組
合
員
0 0

.過
半
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以
て
之
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な
る
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し
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:
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起
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合
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爲
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し
れ
る
行
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起

人

の

'

_

ぁ

る

か

莕

く

は

其
 

;
結
果
が
紐
合
の
利
益
^

膽
し
穴
る
に
：非
ざ
.る
限
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は
：他
' 

0

發
起
人
に
於
て
第
2

*

に
»*
し

其

責

に

任

ず

ベ

ぎ 

の
^
#

ず』

十
條
第ill 

項
に
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M

を
の
常
務
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一
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.の
：規
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に..拘
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各
組
合
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叉
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業
務
執
行
者
之
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專
行
す
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こ
と
を
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. 

得1
:

も
あ
^

從
T

發
起
鹰
體
0
^;

務

：
も
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の
委
枉
な1

と
も
各
發
起
人
は
：之
を
尊
行
す
：る
ご
S

を 

.
得
る
も
の
.と

云

は

':ざ

る

可

ら

ず

此

場

合

に

は

假

令

其

結
 

、
m

が
組
合
の
利
益
に
歸
せ
ざ
る
€
き
に
て
も
池
の
發
®
 

人
は
其
*

に
任
ず
.る
も
の
と
云
は
ざ
る
^

ら
-
^
例

へ

ば
 

目

論

見

書^

込

：書

等

の

.
印

刷

配

布

株

式

幕

霧

の

廣

吿

の
 

免
&

は
之
を
發
起
人
_

體
の
常
務
ど
^

ひ
#

ベ
し
之
.に

ノ
 

反
し
て
本
件
の
設
立
费
用
の
借
入
の
如
き
は
之
を
組
合| 

Q

常

務

と

云

，ふ

を

得

ざ

る

べ

し

故

^

設
立
1

用
の
借
入| 

の
如
§

行
爲
は
組
合
員
の
過
带
數
を
取
て
之
を
決
す
.る

|

•

が
創
立
委
員
を
設
け
た
を^

き
は
其
者
が
之
を
爲
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き
も
の
に
し
て
個
‘々

の
發
起
人
の
獨
斷
に
て
爲
し
得
べ
一 

き
所
に
あ
ら
す
剑
決
は.

何
故
此
理

*

に
f

て

他
の
發\ 

，
起
人
の
責
任
を.

排
斥
: ^

ざ
6

し
か
: :|

■

因
、
倉
荷
證
券
の
所
持
ビ
寄
訪
物
の
占
有
パ
 ゝ

.J

、

倉

荷

證

券

，
の

所

持

人

は

寄

託

物

を

任

意

に

處

^

, 

.

.し

得

べ

き

地

位

に

：
在

：
る

を

以

:T

刑
法
上
典
寄
託
物 

の
占
有
漭v

j

認
む
べ
き
も
の
と
す(

大
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ヒ
^
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五it

月

大

審

簾
2

刑
_

部
判
決)

倉
荷
證
券
所
持
人
^
寄
記
品
の
占
符
避
な
る
こ
ど
は 

ff
l

法
上
の
み
な
ら
ず
私
.法
上
に
於
て
も
^

.]
1
£當
な
6

き 

荷
證
券
を
發
行
し
た
る
以
上
ば
倉
庫
營
業
者
は
倉
荷
饊 

券
所
持
人
の
爲
め
に
其
寄
部
品
を
占
有
す
る
も
の
に
し 

て
倉
荷
證
券
所
持
人
は
.何
時
に
て
も
寄
記
品
0

引
渡
を 

請
求
す
る
を
得
べ
し
故
，に
倉
服
營
業
者
は 

に
しv

倉
荷
證
券
所
持
人
は
間
接
占
有
攀
た
る
地
位
に 

.
在
6

倉
荷
證
券
の
引
渡
は
寄
託
品
の
引
渡
ど
同|

の
效 

力
を
生
ず
る
が
如
^

は

(

商
法
第一 :1

1

W
六
十
五
條
第
三 

I

H

H十
五
條)

此
糈
神
に
出
で
介
る
も
' 
の
と
^
ふ
べ
さ 

な
-

o

五
、
支

配

人
の
權
限
.の
濫
用 

.
1

、
商
事
會
社
の
一
支
配
：人

は

一
定
の
印
影
を
押
檢 

す

べ

き

旨
.：

の

法

令

な

き

を

以

て

如

何

な

る

印

影

を
 

.

押
擦
使
用
す
る
も
其
自
出
ビ
す
.る
所
な
れ
ば
從
來 

使
用
：し
，來
b

し
以
外
の
印
影
を
使
用
す
る
も
耿
で

妨

げ

な

し

：

V

 

1

ヽ
；商
事
會
»
の
支
配
人
が
其
權
限
內
に
於
て
龠
社 

の
爲
め
に
す
る
こ
^

を
'表
承
し
て
記
名
捺
印
の
上 

,
.手
.形
保
證
を
爲
し
た
る
ビ
き
ば
會
社
に
對
し
直
ち 

R

#

效
カ
を
生
じ
.^

亂
人
0

眞
^-

か
果
し
て
會
社
■一
 

の
利
益
を
針
る
に
在 
>
 し
や
將
其
地
位
を
濫
用
し
..
.
:
. 

■
,

不
正
に
自
己
の
利
益
を
圖
ら
ん
ビ
す
>
0
に
在
り
し\ 

や
に
ょ
つ
て
其
效
カ
を
異
に
す
べ
き
も
の
に
非
ず
.
 

1

、
鍊
行
か
約
束
手
形
R

保
®

文
言
の
記
*
を
爲
し
一 

.
他

人

の

爲

に

其

支

拂

義

務
^;
.負
辑
す
る
は
即
ち
预
一 

金
又
は
«

付
R

關
す
'：る
行
爲
に
外
な
ら
ざ
/>
'も
.

の
一
 

ビ
解
す
べ
き
も
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ビ
す(

大
距
七
年
六
月
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京
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訴
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第
一
恶
旨
は
疋
當
な
6

支
配
人
の
印
影
ば|

定
め
も 

の
を
用
ふ
べ
き
規
定
な
き
を
以
て
常
用
の
も
の
を
押
擦 

す
る
も
又
は
其
れ
以
外
の
も
の
を
押
擦
す
る
も
全
く
自
- 

.由
に
し
て
ぶ
が
爲
め
に
其
籽
爲
め
效
力
に
.影

響

を
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及
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:
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看
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法
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批
評
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す
べ
き
も
0

に
あ
ら
ず 

.
第
ニ
耍
旨
に
關
し
て
は
支
配
人
.が
其
地
位
を
濫
用
.し 

不
B

に
自
己
の
利
益
を
蘭
ら
ん
と
し
て
爲
し
;2

る
行
爲 

は
様
限
內
の
行
爲
な
◊

や
否
や
の
間
題
を
生
ずV
し
然 

れ
ど
も
此
場
合
に
.は
少
《

も
行
爲
0

外
形
に
於
て
換 

言
す
れ
ば
表
示
せ
ら

れ
た
る
意
思
よ
ぅ
見
れ
ば
權
限
ft 

の
行
爲
に

し

て

眞
意
よ
り
見
れ
ば
權
限
外
の
行
爲
な
り 

S

云
は
ざ
る
可
ら
^
何
と
な
れ
ば
會
社
の
爲
め
に
手
形 

fe
r

の
權
敗
あ
る
，支
配
人
.か
其
會
tl

の
爲
め
に
す
る
” 

W 

ど
を
示
し
て
記
名
擦
印
'の
上
手
形
保
瞭
を
爲
し
た

.

t
o

を 

以
て
意
思
表
示
の
外
形
は
權
限
内
の
行
爲
な
る
'も
^

^
 

人
のg

心
よ
り
云
へ
ば
會
社
の
爲
め
に
す
る
の
意
思
な 

く
全
く
自
己
の
利
益
を
圖
る
も
の
な
れ
ば
な
6

斯
の
如 

き
場
合
に
表
示
せ
6

れ
ft

る
意
思
に
基
き
て
其
效
媒
を 

會
社
に
及
ぼ
3

し
む
べ
&

か
.或
は
眞
意
に
基
き
て
之
を 

否
定
す
ベ
き
か
吾
人
は
此
.«

合
に
民
法
第
九
十
三
條
虛 

僞
の
意
思
表
示
に
關
す
る
親
定
の
適
用
あ
6

と
信
す
即

、

、
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經
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時
寧
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ち

此

場

合

杧

は

表

示

せ

6>
-
-
れ

た

る

意

思

に

效

站

を

附

與
 

し
從
て
會
社
は
支
配
人
の
行
爲
に
ょ
.

C
V

て
責
任
を
负
ふ 

V

•&

も
行
爲
の
，相
手
方
に
於
て
支
配
人
の
眞
意
を
知
ぅ 

X
は
知
る
こ
ビ
を
得
べ
か
b

L

w
き
ゆ
其
行
爲
の
效
果 

は
本
人
た
る
#
社
に
及
ば
ざ
る
も

の

と
す

‘ 

一、
 

第
l

l

i旨
に
，付
きy
は

些

か
疑
な
き
^
得
す
手
形
保
一 

'證
を
以
て
预
金
叉
ば
貨
体
に
關
す
各
行
爲
に
外
な
ら
ず| 

ビ
は
吾
人
の

了

«
R

苦
し
む
所
な
6

貸
付
の
手
段
ミ
し
.\ 

て
手
形
保
^

を
爲
す
こ
と
は
有
，6

ん
も
此
兩
激
は
全
然
，| 

別
稱
の
性
質
を
有
ず
る
纪
非
ず
や
且
つ
手
形
保
證
は
預
一 

金
又
は
：貨
付
に
關
し
；
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の

み

行

は

る

、
も

の

に
あ

ら
^
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本
判
旨
の
主
意
を
實
徹
せ
ん
に
は
先
づ
手
形
保
證
は 

一
,\ 

般
餵
行
取
?|

に
於
て
猶
金
又
は
貸
付
に
關
し
て
爲
さ
る
：\ 

:6
の
慣
伙
あ
る
こ
と
を
確
定
せ
ざ
る
可
ら
す
此
點
は
預 

金

又
ば
貸
付
に
關
ず
る
行
爲
な

.る
法
文
の
廨
轉
問
題
;̂

*

ず
し
て
手
形
保
瞪
が
猶
金
又_

は
貸
时
に
關
聯
し
て.一

, 

般
に
働
様
取
引
の
一
部
を
成
す
や
否
や
の
事
實
間
ff
i

な

經
濟
時
事
評
論 

■

安

.—

含
间Q

太
勢 

吾

人

に

，
苦

し

現

代

化

#

け

る

經

濟

at
*

0
大
#

如

何
 

ど
.間

ふ

者

あ

ら

ん

か

、

.吾

人

は

*

€■
こ

ろ
R

合
同
に
あ 

h
v
.ビ
答
ふ
る
に
躊
躇
し
，な

い

o

蓋

し

今H

の
社
會
は
自 

由
競
爭
の
社
會
で
あ
る
。，.
'J
f

t

Q自

^
:
競
爭
の
社
龠
に
於 

て
勝
を̂

>

、
支

配

者

た

る0
地

位

，に
上6
得
る
も
の 

は
是
れ
他
人
ょ
办
强
大
な
る
カ
を
有
す
る
も
の
で
‘あ
つ 

て
、
其
カ
の
之
に
及
ば
ざ
る
も
の
は
其
細
下
に
滕
画
せ 

ら
れ
て
«

き
，
の
月
日
を
送
ら
ね
ば
な
ら
ね
ば
な

£>
-

ぬ
境 

遇
の
卞
に
在
る
の
.
で
あ
る
。
.
此
故
に
現
代
社
會
の
あ
、b
. 

ふ
る
方
面
に
於
け
，る
人
々
於
合
同
の
方
向
に
走
ら
ん
ビ

i ,

す
る
は
こ
れ
自
己
を
保
存
す
る
唯
：一
の
方
法
で
あ
つ
て 

苟
く
も
生
ビ
し
生
け
る
^

の
避
'<
'
可
か
ら
ざ
る
龜
な
の 

で
あ
る
。
此
故
に
一
方
に
は
.盛
ん
に
合
同
し
て
大
な
る
：
 

勢
"

を
得
ん
ビ
努
む
る
も

の

も
あ
れ
ば
、
兩
席
相
.ひ
樸
：

J
ク
成
の
立
角
の
地
位
に
狂
る
も
の
は
互
に
合
同
し
て
其
ノ 

相
®
:

に
仆
を
る
、
を
防
が
ん
^

す
'̂

も
の
も
あ
る
。
而
一 

し
て
其
餘
カ
は
延
ひ
V

M
K:

他
の
方
而
に
f
f
i迫
を
加
へj 

ん
と
す
：.る
に
到
る
の
で
あ
る
。
Jr

く
の
知
く
し
't
:

!!
:
.會

j 

"

.0
1
:方
に
強
力
な
る
一
围
體
の
生
す
る
あ
れ
ば
、
之
に 

應
迫
せ
&

るA

他
の
方
面
に
於V

も
亦
之
.に
對
抗
せ
んj 

が
爲
め
.に
は
合
同
の
方
法
に
ょ
る
の
外
は
な
い
®
で
あ 

:

つ
■て
、
、斯
の
如
く
し
て
合
同
の
勢
は
社
會
一
般
に
擴
大 

せ
ら
る 

>
 に
到
る
の
で
あ
る
.。今
之
を
實
際
に
見
ん
か
。

j 

自
ら
^
業
を
營
ま
ん
と
す
る
企
業
家
は
一
人
の
力
の
及 

ば
ざ
る
や
組
合
を
造
り
、
fr

社
を
設
立
し
て
其
大
を
致 

さ
ん
と
し
、
競
带
烈
し
く
し
て
典
に
仆
る
、
の
恐
れ
あ 

る
や
'

玆
K

カ
ル
テ
ル
を
紐
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し
て
競
爭
の
弊
を
除
き
、 
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錄
經
濟
時
雄
評
論

更

に
進
ん
で
は
ト
ラ
、
ス

ト

を

形

成

し

以

て

一

國
の
市
場 

を
：支
配
せ
ん
ビ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
他
の
一 

方
、
か
か
る
利
益
：に
與
か
る
を
得
ざ
る
中
小
企
業
家
に 

到
6
.て
味
生
產
、
購
算
、
及
び
信
用
組
合
等
の
各
鎚
產 

.
業
組
合
を
組
織
し

V

以
て
如
上
大
企
業
の
歷
迫
に
堪
へ 

ん
と
す
る
も
の
で
あ
.
.つ
.て
、
か
.く V

.

小
な
る
も
の
.
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そ
れ
相
應
の
合
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に
f

て
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杭
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を
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じ
て
ゐ
る
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ぁ
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而
し
て
廉
後
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者
_た
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組
合
を
組
織
.しV

輿
の
：經
濟
的
利
益
の
伸
長
を
胄
る
こ 

と
前
潘
と
異
な
る
處
は
忿
，い
：の
で
あ
る
"

貨
物
市
場
’

に
於
け
る
.
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要

、

供

給

南

當

事

者

が

«]
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す
る
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e

は
早
く
ょ
り.
社
會
に
離
あ
ら
れ
特
に
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"濟
的 

自
由
の
：制
度
の
認
め
ら
る. 
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や
、.
此

等

の

_
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は

原

則
 

と
し
て
社
會
の
承
認
す
る
所
で
あ
る
が
、
只
勞
働
市
塢 

に
於
け
る
®

製
、.
供
給
雨
.
者
の
：侧
に
於
け
る
'刚
結
は
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時
久
し
く
禁
せ
ら
れ
て
、
之
を
犯
す
も
の
は
嚴
S 1
R

處 

せ
ら
る
、
の
普
通
で
あ
つ
れ
。
蓋
し
之
れ
昔
時
は
勞
働 

.
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